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平成２９年度事後評価箇所表  

                                                          担当課〔農地整備課〕 

番  号 １ 
事 業 名 

(路 線･河 川 名 等)      
県営湛水防除事業（桑原

くわばら

地区） 

事業実施

箇  所 
羽島市桑原町小藪 全体事業費 

（当初3,570百万円） 

 2,126百万円 

採択年度 平成15年度 完了年度 平成23年度 

事後評価の実施基準 全体事業費５億円以上で、事業完了後概ね５年経過したもの 

事業目的  

本 地 区 は 従 来 か ら 降 雨 時 に 湛 水 被 害 が 生 じ 、 古 く か ら 地 区 内 排 水 の 排 除 の

た め 、 湛 水 防 除 事 業 が 実 施 さ れ て き た 。 し か し な が ら 、 本 地 区 は 地 盤 沈 下 傾

向 に あ り 、 ま た 市 街 化 の 進 行 に よ り 流 出 量 は 増 加 傾 向 に あ る 。 加 え て 既 設 排

水 機 場 は 耐 用 年 数 を 経 過 し 機 能 低 下 が 著 し く 、 豪 雨 時 に は 農 作 物 を 始 め 住 宅

及 び 公 共 施 設 に 甚 大 な 被 害 が 生 じ て い た 。 そ こ で 、 排 水 機 場 を 改 修 す る こ と

で 、 湛 水 被 害 を 除 去 し 、 農 業 経 営 の 合 理 化 及 び 生 活 の 安 定 を 図 る 。  

事業概要  

総 事 業 費        千円  2,125,781 全 事 業   
受 益 面 積        ha 682.5 農業農村 

受 益 者 数        人 626 〃 
主要工事計画 全 事 業   
 
 
 
 

機 械 工  基  2(口 径 1,500mm立 軸 斜 流 ) 
除 塵 機 工  基  2(ﾚｰｷ型 傾 斜 掻 揚 定 置 式 ) 
機 場 工  m 2 246.29m 2 
樋 管 工  m 樋 管 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳 鉄 管 φ 2600 

 

概  要  図  

 

 
着手 後  

記号 名称

排水流域

受益区域（湛水範囲）

桑原輪中排水機場

廃止排水機場

凡例

受益区域 

（湛水範囲） 

682.5ha 

排水流域 2434.2ha 小藪排水機場 (廃止 ) 

φ 1200×2 台  

総排水量 3.96 m 3/s 

桑原排水機場 (廃止 ) 

φ 1200×2 台  

総排水量 2.42m 3/s 

桑原輪中排水機場  

φ 1500×2 台   

総排水量 12.84m 3/s 

着手 前  

小藪排水機場  桑原排水機場  
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評価結果  

 ①住民参加・協働による効果  
・  地 区 内 を 流 れ る 桑 原 川 流 域 で は 地 域 住 民 が 水 路 の 泥 上 げ や ゴ ミ 拾 い 、法 面

の 草 刈 を 実 施 。  

・  毎 年 、地 域 住 民 参 加 に よ る「 河 川 一 斉 清 掃 」が 行 わ れ 、堤 防 の 法 面 の 清 掃
を 行 っ て い る 。  

 

 ②事業効果  

【費用対効果】  

 

 

 

【主な便益内容】  

災 害 防 止 効 果 (農 業 部 門 )   ： 2,439,977千 円  
災 害 防 止 効 果 （ 一 般 効 果 部 門 ） ： 1,033,449千 円  
そ の 他 便 益          ：  480,063千 円  
合   計            3,953,489千 円  

・施設完成後、地区内の湛水被害なし。 

項     目  当初計画時  事業完了時  

事業費 (C) 3,570,000千 円  2,063,250千 円  
効果額 (B) 4,315,869千 円  3,953,489千 円  
分析結果(B/C) 1.2 1.9 
工  期 H15～ H21 H15～ H23 

 ③環境面への配慮  

・  事 前 に 生 物 調 査 を 行 い 設 計 ・ 工 事 を 進 め て い る 。  

・  水替作業時は汚濁防止フェンスを設置するなど河川の汚濁防止対策を行い、水生生

物への配慮を行っている。 

 ④事業を巡る社会情勢の変化  

【 基 盤 整 備 状 況 】 区 画 整 理 ： A=37.8ha 暗 渠 排 水 ： A=84.8ha 

【 認 定 農 業 者 数 】 H14： 8人  ⇒  H28： 27人  

【 農 業 法 人 数 】  H14： 0組 織  ⇒  H28:5組 織  

【 ぎ ふ ク リ ー ン 農 業 登 録 農 家 数 】 H14： 3人  ⇒  H28： 20人 ・ 組 織  

【 農 地 集 積 率 】  H14： 6.1% ⇒  H28： 29.4%（ 羽 島 市 全 体 ）  

【 農 地 転 用 】   農 地 △ 7.6ha、 宅 地 7.6ha 

 

 ⑤利用者・地域住民等への効果  

【 ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 （ 受 益 地 内 200戸 配 布  回 収 率 ： 42.5％ ) 

・ 5割 の 人 が 事 業 完 了 後 大 雨 時 の 安 心 感 が 増 し た 、 農 地 や 農 作 物 の 湛 水 被 害

が 減 っ た 等 の 事 業 効 果 を 実 感 し て お り 事 業 効 果 は 適 正 に 発 揮 さ れ て い る 。 
 

⑥対応方針  

【 今 後 の 事 業 評 価 の 必 要 性 】  

・  今 の 段 階 で は 必 要 な し 。  

・  事 業 実 施 に よ り 、湛 水 被 害 に 対 す る 不 安 が 解 消 さ れ 、安 全・安 心 な 生 活 が

確 保 さ れ て い る 。  

・  事 業 完 了 後 、 農 作 物 の 湛 水 被 害 は 発 生 し て い な い 。  

・  施 設 の 維 持 管 理 は 、 引 き 続 き 羽 島 市 で 適 正 に 行 わ れ る 。  

・  大 規 模 開 発 等 に よ る 流 域 内 の 土 地 利 用 の 変 化 を 注 視 し て い く 。  
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【 改 善 措 置 の 必 要 性 】  

・  今 の 段 階 で は 必 要 な し 。  

【 新 規 事 業 へ 適 用 す べ き 留 意 点 】  

・ 将 来 の 土 地 利 用 の 変 化 を 考 慮 し た 計 画 を 策 定 す る 。  
・ 事 業 計 画 時 や 工 事 着 手 前 の 説 明 会 に 加 え 、事 業 実 施 中 、実 施 後 に お い て も

地 域 全 体 を 対 象 と し た 現 場 見 学 会 や 市 広 報 の 活 用 等 に よ っ て 、継 続 的 な 事

業 内 容 及 び 事 業 効 果 の 周 知 が 必 要 と 思 わ る 。  
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事後評価 

農政部 農地整備課 

県営湛水防除事業 

桑原地区 

１ 
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未
来
に
つ
な
が
る
農
業
・農
村
づ
く
り 

１ 多様な担い手づくり 

２ 売れるブランドづくり 

３つの基本方針 

３ 住みよい農村づくり 

「ぎふ農業・農村基本計画」の基本方針【 住みよい農村づくり】において、
<農業・農村の強靱化 >を達成するための重要な事業 

基本 
理念 

基本方針に基づく 
農業農村整備部門の施策 

○生活環境の整備推進 
 ・基幹的農道の計画的な整備 
 ・集落内道路、集落内排水路、防火水槽など生活 
  環境基盤の整備 

○優良農地・農業用水の確保 
 ・ほ場の大区画化や水田の乾田化などの基盤整備 
 ・合理的な水配分を実現するための用水路整備 

○水田を中心とした農村の維持 
 ・中山間地域における、ほ場や農道などの整備 

○農業・農村の強靱化 
 ・農業インフラ（ため池、排水機場、農道施設等） 
  の防災・減災対策 
 ・老朽化した農業水利施設等の適切な保全管理 

○地域資源の循環利用と自然エネルギーの 
 活用推進 
 ・農業水利施設を活用した小水力発電施設の整備 
 ・農業集落排水施設から発生する汚泥のリサイクル 
  施設の整備 

政策における県営湛水防除事業の位置付け 

２ 
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農業用排水機場 

県内の農業用排水機場 

県内の農業用排水機場は60機場(73建屋) 

機場の建設年に応じて 

①機場更新等②耐震補強③機能保全対策を
実施。 

 その他に土地改良施設維持管理適正化事業等を
活用した整備補修により、長寿命化を図っている。 

３ 

桑原輪中排水機場 
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木曽川 

海津市 

岐阜羽島ＩＣ 受益区域（湛水範囲） 
 

A=682.5ha 

排水流域 A=2434.2ha 

新桑原排水機場 

桑原常時排水機場 

桑原輪中排水機場（新設） 

桑原排水機場（廃止） 
昭和32年度設置 

小藪排水機場（廃止） 
昭和14年度設置 

記号 名称

排水流域

受益区域（湛水範囲）

桑原輪中排水機場

廃止排水機場

凡例

事 業 概 要（１／２） 

４ 

市街化による流出量の増加 

地盤沈下の進行 

排水機場の老朽化 

湛水被害の発生 

桑原川 

岐阜羽島駅 

羽島市役所 

-7-



整備後（H23) 

Ｈ１３時点の排水量:6.38m3/s 整備後の排水量:12.84m3/s 

長
良
川 

【新設】 桑原輪中排水機場 
 Φ1500×2台 全揚程 4.8m 
 排水量 12.84m3/s 

事業実施期間： H15～H23   
総事業費   ： 2,125,781千円 
水槽１式、上屋１棟、ポンプΦ1500×２台 
除塵機２基、樋管５１ｍ（Φ2600）、樋門１門 

【廃止】桑原排水機場 
 Φ1200×2台 全揚程 4.6m  
 排水量 2.42m3/s 
【廃止】小藪排水機場 
 Φ1200×2台 全揚程 3.2m  
 排水量 3.96m3/s 

6.46m3/s 

UP 

事 業 概 要（２／２） 

５ 

計画基準雨量：1/20発生確率 
          3日連続雨量367mm 
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■事業の効果 

 農業被害防止効果    効果全体の６１．７％ 

 公共施設被害防止効果  効果全体の２６．１％ 

 その他効果       効果全体の１２．２％ 

 

■投資的効果率 

    効果額  

    事業費 

 

 

＝ １．９  

費 用 対 効 果 分 析 

６ 
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整備前(H2.9) 整備後（H25.9） 

3日連続雨量(大垣観測所換算値) 
(日雨量・時間雨量) 

233mm/3day 
（119mm/day・42mm/h） 

230mm/3day 
(187mm/day・129mm/h） 

湛水被害面積  57  ha 0 ha 

 最低位部圃場の湛水深 50cm 20cm 

被害額 650,354千円 0 円 

 農業関係 642,724千円 0 円 

 非農業関係 7,630千円 0 円 

■効果発現の状況 

現在 水没した道路 H2.9台風19号 

事 業 の 効 果 

８ 

項目 
計画時 

H15 (ha) 
現在 

H28(ha) 
増減 

田 473.3 465.7 △7.6 

畑 50.8 50.8 - 

宅地 158.4 166 +7.6 

計 682.5 682.5 - 

■流域の変化 
 
宅地の増により、ピーク排水量は増加するが
湛水深への影響はなく、計画排水能力の範
囲内である。 
 ・基準雨量について 

  整備後、計画基準雨量(367mm/3day)を超える降雨は 
 発生しておらず、近年多発する豪雨を考慮しても妥当。 

２．外水位について 
  外水位は計画時点から変わっていない 

７ 

 
宅地の増により、ピーク排水量は0.392m3/sの増
加となるが、湛水深への影響は+0.005mmであり
計画排水能力の範囲内である。 
 

流域の状況は変化しているが問題ない 

計画基準雨量
367mm/3day 

湛水した農地 

湛水被害なし 

整備後の
最大降雨 
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③ 

既設杭の存置 

オープン型吸水槽 セミクローズ型吸水槽 

コスト縮減の取り組み 

８ 

内    容 
縮減額 
(千円） 

①新技術の導入 
 セミクローズ型吸水槽の採用 
 ・ポンプ口径の縮小 
  φ1650⇒φ1500 
  
 ・吸水槽のコンパクト化 
  H8,750×B12,000 
  ⇒H7,500×10,900 

 
 
 

380,500 

②設計基準の改訂 
 （河川構造物設計要領） 
 許容流速の緩和(2.0→2.5m3/s) 
 ・樋管断面の縮小 
  φ2900⇒φ2600 

 
 

99,900 

③河川協議 
 ・既存基礎杭の存置等  

 
383,100 

縮 減 内 容 縮 減 額（千円） 

新技術の導入 
（１）セミクローズ型吸水槽の採用により      
    吸水槽をコンパクト化 
    H8,750×B12,000 
    ⇒H7,500×B10,900  

２２５，６００ 

（２）高流速ポンプの採用により 
    ポンプ口径を縮小  
    φ1650 ⇒φ1500 

１５４，９００ 
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環境配慮の取り組み（施工時の取り組み） 

９ 

・周辺環境や水生生物に配慮した取り組みを実施 

植栽の移植 魚類の移動 

オイルフェンスの設置 機場撤去時の粉塵飛散防止 

・事前に生物調査を行い、希少種が生息していないことを確認した。 
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【水田農業振興緊急整備事業】 
桑原地区（H18～H19) 
 
総事業費：68,200千円 
暗渠排水工 A=57ha 

【経営体育成基盤整備事業】 
羽島中部地区（H9～H17) 
 
総事業費：1,238,600千円 
区画整理 A=59ha 

【経営体育成基盤整備事業】 
市之枝地区（H22～H23) 
 
総事業費：23,870千円 
暗渠排水 A=27.8ha 

【県営農道施設強化対策                  
            事業】 
羽島中央地区（実施中) 
 
総事業費：231,300千円 
線形改良工 L=190m 
耐震補強工 N=1橋 
歩道設置工 L=760m 
路面改良工 L=2,260m 
（進捗状況：28％） 

【経営体育成基盤整備事業】 
午北地区（実施中) 
 
総事業費：944,900千円 
区画整理 A=37.8ha 
（進捗率：6%） 

事業内容
区 画 整 理 工
暗 渠 排 水 工
用 水 路 工
道 路 工

凡例
事業内容 完了 実施中 

区画整理工 59.0ha 37.8ha 

暗渠排水工 84.8ha   

用 水 路 工 7,949m  6,037m 

道 路 工   2,260m 

■実施状況 

事業を巡る社会経済情勢等の変化(基盤整備状況) 

10 

【県営かんがい排水事業】 
桑原地区(H8～H23) 
総事業費：4,959,720千円 
用水路工：L=7,404m 
 

桑原一期地区（H24～H27） 
総事業費：547,394千円 
用水路工：L=545m 
 

桑原二期地区（実施中) 
総事業費：3,029,000千円 
用水路工L=6,037m 
（進捗率：14％） 
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ささげ 
整備前(H14) 整備後(H28) 

認定農業者 8人 16人 

農業法人 0組織 5組織 

ぎふｸﾘｰﾝ農業 
登録農家数 

3人 20人・組織 

農地集積率 6.1% 29.4% 

H14:28ha  ⇒  H28:58ha 

H14:1.5ｔ/10a  
 ⇒ H28:2.1t/10a 

小麦の播種 田植え 

稲刈り 

■担い手等の変化 

■小麦作付状況 

■単収の変化（ささげ） 

■水稲作付状況 

事業を巡る社会経済情勢等の変化(営農状況) 

11 

■現在の受益地 

■小麦作付状況 

 排水機場の整備による湛水被害の不安の解消や基盤整備の実施による
営農環境の改善が営農状況の変化に繋がっていると考えられる。 
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長良川では毎年、「河川一斉清掃」が
開催され、清掃活動の一環で地域住
民と行政、各種団体が機場周辺の堤
防の清掃活動を実施。 
 
 
右写真：H28.11.6開催状況 

地区内を流れる桑原川流域では毎
年地域住民が水路の泥上げやゴミ拾
い法面の草刈を実施。 
 
 
 
 
右写真：H28.6.26水路の泥上げ 

住民参加・協働の取り組み状況（整備後の状況） 

12 
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約５割の方が整備前より安心感が増したこと及び湛水被害が
減少したことを実感しているとの回答があった。 

受益農家・地域住民への効果 

13 

配布数 回答数 回答率 

200 85 42.5% 

増した
17%

やや増した
35%変わらない・

わからない
28%

やや減った
5%

減った

1%
無回答

14%

■大雨時の安心感

無くなった
7%

少なくなった
40%

変わらない・わ

からない
39%

多くなった
1%

無回答

13%

■湛水被害の状況
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公共事業について常に市民へ案内してください。災害がな
いと忘れてしまいます。 

事業内容や施設の状態を市民に知らせて、施設の重要度
や環境に配慮するよう指導して欲しい。 

事業内容を広報に載せて欲しい。 

集中豪雨が多い中、現状の排水機で大丈夫なのか心配。
常に更なる対策と点検をお願いしたい。 

事業計画や事業の効果、施設の機能や状況について周知す
ることが求められている。 

受益農家・地域住民への効果 

14 

その他の意見（アンケート結果） 
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■今後の事後評価の必要性 

  大雨時の湛水被害の解消、地域住民の満足度等から、事業
効果は十分に発揮していると判断される。また、計画時点か
ら宅地化が進行しているが、計画排水能力の範囲内であり、
問題ないことから、今の段階では今後の事業評価の必要性
はない。 

   

■改善措置の必要性 

  今の段階では改善措置の必要性はない。 
 

■新規事業へ適用すべき留意点 

  ・将来の土地利用を考慮した計画の策定 

  ・事業実施中、実施後における継続的な事業の周知 

  ・事業効果の積極的なPR 

  

対 応 方 針 （案） 

15 
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